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第
一
次
世
界
大
戦
』
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書
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二
〇
一
四
年
の
夏
、
ベ
ル
リ
ン
の
大
型
書
店
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に

関
わ
る
書
籍
が
所
狭
し
と
山
積
み
さ
れ
、
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
に

あ
る
ド
イ
ツ
歴
史
博
物
館
で
は
、
戦
場
で
の
兵
士
の
体
験
に
重
点
を
お
い
た

第
一
次
世
界
大
戦
の
展
示
が
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
て
い
た
。
 

 
大
戦
勃
発
か
ら
百
周
年
を
迎
え
、
現
代
史
の
起
点
で
あ
り
歴
史
と
な
っ
た

戦
争
へ
の
新
た
な
関
心
と
興
味
が
呼
び
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
、

近
年
の
世
界
を
め
ぐ
る
不
確
か
な
状
況
、
各
地
で
勃
発
す
る
戦
争
や
内
戦
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
危
機
な
ど
へ
の
不
安
が
そ
こ
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か

の
よ
う
に
も
思
え
る
。
大
戦
勃
発
ま
で
の
息
詰
ま
る
諸
国
間
の
関
係
を
描
い

た
著
書
を
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
が
『
夢
遊
病
者
た
ち
』
と
名
づ
け

た
の
も
、
そ
う
し
た
冷
戦
後
の
混
沌
と
し
た
世
界
情
勢
が
念
頭
に
あ
っ
た
。
 

 
こ
れ
ま
で
縁
が
薄
く
、さ

ほ
ど
大
き
な
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
日
本
で
も
、

山
室
信
一
氏
を
中
心
と
す
る
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
「
レ
ク
チ
ャ
ー
 
第
一
次
世
界
大
戦
を
考
え
る
」
シ
リ

ー
ズ
（
人
文
書
院
）、

論
文
集
『
現
代
の
起
点
 
第
一
次
世
界
大
戦
』
全
四
巻
（
岩

波
書
店
）
や
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
帝
国
の
遺
産
』
（
山
川
出
版
社
）
な
ど
、
こ

の
大
戦
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
性
化
し
て
い
る
。
 

 
そ
う
い
う
中
で
、
ド
イ
ツ
史
研
究
者
の
著
者
が
あ
え
て
挑
ん
だ
の
は
、
こ

の
大
戦
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
通
史
と
い
う
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
前
例
の
な
い

試
み
で
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
大
戦
に
関
わ
る
歴
史
研
究
の
現
段
階
と
大
戦

像
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
戦
史
・
軍
事

史
の
領
域
で
扱
わ
れ
て
き
た
戦
争
そ
の
も
の
の
推
移
、
前
線
で
の
兵
士
の
動

向
な
ど
に
注
目
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
各
国
の

動
向
を
こ
こ
に
盛
り
込
む
こ
と
、
こ
こ
に
本
書
の
意
図
が
あ
る
。
 

 
序
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
流
れ
が
大
戦
原
因
論
か
ら
大
戦
そ
の

も
の
へ
の
研
究
の
移
行
と
し
て
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。
大
戦
の
始
ま

り
を
扱
っ
た
第
一
章
で
も
、
大
戦
勃
発
に
つ
い
て
の
セ
ル
ビ
ア
責
任
論
の
行

き
過
ぎ
に
さ
ら
っ
と
触
れ
た
り
、
大
戦
直
後
の
「
愛
国
的
熱
狂
」
が
一
部
に

す
ぎ
な
か
っ
た
と
そ
の
神
話
性
を
指
摘
し
た
り
と
、
著
者
の
着
眼
点
が
生
き

て
い
る
。
 

 
戦
争
の
行
方
を
追
っ
た
本
論
の
四
つ
の
章
で
は
、
国
内
で
の
総
動
員
、
総

力
戦
体
制
の
構
築
と
そ
の
破
綻
が
戦
場
で
の
出
来
事
と
い
か
に
関
連
し
て
い

た
の
か
が
、
西
部
で
の
塹
壕
戦
と
東
部
で
の
機
動
戦
、
そ
の
後
の
軍
指
導
部

の
目
算
、
戦
場
で
の
兵
士
の
大
量
殺
戮
、
武
器
や
戦
闘
の
や
り
方
、
塹
壕
兵

士
の
日
常
生
活
な
ど
を
手
が
か
り
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
で
の
ガ
リ
ポ
リ
戦
、
イ
タ
リ
ア
戦
線
な
ど
広
範
囲
な
戦
闘
の
様
相
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
下
で
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
追
放
や
ド
イ
ツ
で
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の

拡
大
、
英
仏
で
の
植
民
地
軍
の
動
員
や
フ
ラ
ン
ス
軍
兵
士
の
「
反
乱
」
に
も

周
到
に
目
配
り
さ
れ
て
い
る
。
 

 
最
後
に
著
者
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
、
と
り
わ
け

国
際
体
制
の
転
換
、
帝
国
か
ら
国
民
国
家
へ
の
移
行
、
政
治
へ
の
国
民
参
加
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と
福
祉
国
家
化
と
い
う
側
面
か
ら
ま
と
め
、
こ
の
大
戦
が
そ
の
後
の
戦
争
と
 

破
局
の
原
点
、
ナ
チ
ス
と
大
量
殺
戮
を
導
く
原
点
と
な
っ
た
と
い
う
見
方
を
 

紹
介
す
る
。
 

 
著
者
の
専
門
か
ら
ド
イ
ツ
に
関
す
る
記
述
が
多
い
と
は
い
え
、
各
国
の
前
 

線
と
銃
後
の
動
向
に
も
き
め
細
か
く
立
ち
入
り
、
最
新
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
 

え
た
本
書
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
入
門
書
と
し
 

て
初
心
者
に
も
研
究
者
に
も
末
永
く
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
 

（
相
馬
保
夫
）

  

 

  


